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世界の建設市場規模

• 日本の建設市場・建設投資と比べて

–アメリカは約2倍（サブプライムローンで民間住宅は
大きく減少、公共投資は堅実に増加）

–欧州の約3倍（近年は横ばい、維持・更新は増加）

–アジア太平洋の市場規模は約4.5倍

–中国の市場規模は非常に大きく、近年著しい増加

–東南アジア各国は著しく増加（特にインド）

– リーマン・ショック以降、中東・北アフリカは増加傾向













































途上国におけるプロジェクト

• 以前よりODA（政府開発援助）によるダムや
道路の建設

• 今後は、産業振興策に加えて低炭素社会構
築のための環境技術プロジェクト
CDM（クリーン開発メカニズム）→我が国のCO2排
出量削減

• 高速道路や新幹線などの優れた高速交通技
術
「東アジア構想」への貢献



途上国におけるプロジェクト
活動の留意点 （高島テクノロジー：和久様）

1. 専門技術に加えて、幅広い知識が必要
技術以外の関連質問が多い

2. 相手国の実情に適用できる応用能力・指導力
日本とは違う基盤。相手国のレベルにあった方法

3. 異文化を理解し、適応する能力
相手国特有の文化、風習を尊重

4. ODAにて国民の税金に協力する使命感

5. リスク管理としての自己責任
危険地域やタブーを調査して熟知



課題

1. 国際的に活躍したいと考え実現できる人材
の育成

2. トップセールス（日本国あげての国際競争参
戦）

3. 熟練技術者（団塊の世代）のノウハウをOJT
を通じて伝承



6. 今後取り組むべき課題（２／２）

・外国人社員・海外留学生の受け入れ（企業、大学）

・社員・学生を海外建設会社へ研修派遣（企業、大学）

・英語による講座、英語による論文を増やす（大学）

・海外大学、研究機関との交流を活発に行う（共同研究、共同
開発）

・海外での研究発表の推進（産・官・学）



海外事業の弊害と打開策

• 日本と海外で何が異なるのか？

• なぜ上手くいかない？

• どうしたらよい？？



多種多様な客先、ライセンサー、コンサル、

ベンダー、サブコン、JVパートナー

人種、言語、宗教、文化、生活習慣

技術要件・規準・規格・業務遂行方式・仕様の違い、企業の就業
規則（休暇、手当 等）

契約方法、契約条件、役務範囲、ギャランティー、ワランティー、
ボーナス／ペナルティー

雇われ客先・コンサル

低グレードベンダー、サブコン
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多種多様な国、地域

人種、宗教、文化、生活習慣、

気候、風土、自然環境、土質・地盤、海象、

サイト周辺のインフラ（港湾、道路、街 等）状況、

法規制、官庁申請、通関、ワークビザ、

地域住民・地元対策、テロ対策 等
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多種多様な技術要件、技術規準

インターナショナルコード（欧米系設計規準、検査規準、材料
規格 等）への対応

ローカルコード、カンパニースタンダード、ＨＳＥ要件への対応

不明確／矛盾／不完全な客先スペックへの対応

客先スペックを満足できない資機材への対応



多種多様な技術力・知見・交渉力

海外仕様の設計・調達・建設（ｗｉｔｈ コスト＆リーガルマインド）

プロジェクトマネージメント、コスト管理、品質管理、スケジュー
ル管理、変更管理、リスク管理、ＨＳＥ（ＳＨＳＥ）

ロジスティックス、通関、ワークビザ、租税対応

設計・調達・建設上のトラブル対応

追加請求対応（客、サブコン、ベンダー 等）



建設関連企業の海外受注が伸びない理由・障壁

・海外対応社内体制、ノウハウ・データベース、人材の不全・不足

⇒見積、契約、ＰＪマネージメント、海外設計・調達・建設、ＨＳＥ、
客との交渉、サブコンクレーム対応 等

・不慣れな国・客の海外ＰＪにおける赤字
⇒海外からの撤退、コンサバな見積による失注

・海外ＰＪ案件の情報不足？

・高価格見積⇒日本仕様、日本人エンジニアベース、海外調達
比率が低い？

・海外同業他社、ローカルサブコン、海外人材・コンサルの活用・
協業不足？



建設関連企業の目指すべき海外ＰＪの方向性

・差別化された高度な技術を武器にしたＰＪ

各種高度技術、大規模機械・ＩＴ化施工、超短納期施工技術、耐
震・免震・制震、高機能材料、高性能コンクリート、各種地盤改良
技術、維持管理・補修・補強技術 等
日本の各種高度技術・製品の組合せ

・発展途上国の大規模インフラ整備ＰＪ
・海外原子力発電所
・ALL JAPANによるFS,FEED,EPCからO&Mサービスまでの一気通貫Ｐ
Ｊ（但し、海外コンサル・ベンダー・サブコンは有効に活用）

・欧米、韓国、中国、ローカルの同業者とのＪＶプロジェクト
（弱みを海外同業者で補完し、学ぶ）

・日本のファイナンスを利用したプロジェクト

注）いずれのＰＪも日本人は全体計画、ＰＪ管理、コスト・スケジュー
ル管理など高度な業務に限定し、他は第三国・ローカルを使うno



世界から見た日本の技術者

・真面目・勤勉
・寡黙
・責任感がある
・組織力・団結力がある
・アイデンティテーがない
・自己主張が弱い
・ディベートに弱い



これからの公共調達に向けて

• あらたな公共調達方式の創出と試行

– コンサルタント、大手建設業、公的な第三者機関

→ 「マネジメント業務」の必要性

–国民目線の技術開発

–内向き（国内）思考から外向き（国外）思考へ

–施設整備から「インフラ整備」へ

–海外への情報発信と情報収集

–受注産業から技術を売る産業への転換



シビルエンジニア
（ASCEの「2025年ビジョン」）

資質
（知識と技能を補完する資質を有する）
創造性、好奇心、誠実さ、自己規律等

知識
（知識を有する）

数学・力学・統計学・科学、
社会科学、法律・規律、
公共政策、倫理的活動など

技能
（技能を有する）

コンピュータ・技術基準等のエ
ンジニアリングツールの活用、

コミュニケーション、
マネジメント、合意形成など



発注方式
設計・施工分離方式 設計施工一括方式

利点 ・広範囲に使用され親しみがある
・プロセスの公平性

・請負者の効率的な実施によるイ
ンセンティブ
・完全ドキュメント入札

・設計と施工の単一契約

・プロジェクト早期からのコストとスケ
ジュール管理
・全体プロジェクトの期間短縮
・発注機関の変更契約責任減少
・設計完了前の施工開始可能
・複雑なクレームの減少

欠点 ・道のりが長く、シーケンシャルプロ
セス

・発注者、設計者、建設会社間の
潜在的敵対感
・入札が終わるまでのコスト不明瞭

・最低価格社との契約の潜在的な
不適切
・契約変更の潜在性
・設計完了前施工ができない

・公共セクターへの枠組み複雑化
・チームの設計or施工の不明確化
・発注者と請負者との潜在的敵対感
・発注機関/エンジニアのコミュニケー
ションの制約

・プロジェクトにおける発注機関のコン
トールの喪失危機

・発注機関にとって望ましい品質の未
達成の可能性



今後の望まれること（私案）

• 大学教育の充実

–世界の新しい技術情報の収集、学習方法の取得
が可能な大学教育環境

• 官民の研修機関による実際の教育・訓練

• インハウスエンジニアの存在

• 発注機関のさらなる技術力向上

• 大学を今まで以上に活用して技術創出
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最終レポート
• 概説した情報に加え、新たに書籍やインター
ネット等で情報を追加して

「これからのインフラ整備・公共事業・土木等」

における必要な事項・考えるべき事柄を自分
なりにまとめ、さらに将来、あなたがどのよう
にそれに向かって進んでいくか、意見を書い
て下さい。
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